
＜2016年9月 今月の注目企業＞ 四国産業・技術振興センターからの紹介 

○ 廣瀬製紙株式会社 

・設 立：1958年(昭和33年)3月    ・資本金：2,000万円      ・代  表：代表取締役 岡田 勝利 

・特筆事項； 
1958年、京都大学と共同研究で、日本で初めて合成繊維100％の湿式不織布（商品名；パピロン）の開発に成功し、その成果を

実用化するため設立された。その不織布(ふしょくふ)は電池メーカーとの共同研究を経て、アルカリ乾電池セパレーターとして

採用され、今日でも性能・品質面で優位性を築いている。 

特許取得 「複合不織布及びその製造方法（特開2008-169521）」 

平成21年度 第3回ものづくり日本大賞 経済産業大臣賞 

平成25年度  第8回ニッポン新事業創出大賞 最優秀賞・経済大臣賞受賞 (日本ニュービジネス協議会連合会) 

平成27年度  第30回高知県地場産業大賞受賞（高知県産業振興センター） 

・事業内容：機能紙の開発、製造、加工業務 

 

＜紹介製品＞空気並みの断熱性を有する次世代断熱紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 

〒781-1103 土佐市高岡町丙529   営業部 森 心平 

TEL 088-852-2161  FAX :088-852-6672 

URL： http://www.hirose-paper-mfg.co.jp   E-mail：hirose-seishi@hirose-paper-mfg.co.jp 

 

 

 

 

 

 

２０１８年７月 

 

当該製品に関する商標は、共同開発社が単独使用することに変更に

なり、掲載記事の内容を削除しました。 


